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５９，２６％
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例 会 案 内 「10 月～ 11 月」例会案内

出 席 報 告

清水幹事

中西社会奉仕委員長

RC 情 報・ 雑 誌・ 広 報 委 員 会

会 長 報 告

10 月 6日例会
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前例会幹事報告

おしらせ

木村 喜芳会長

ＲＩ第 2510 地区第１グループ 深川ロータリークラブ

持続可能な
　インパクトを
　　生み出そう

FukagawaRotaryClub

　本日は、地区大会報告の例会です。参加登録 13 名、
１１名の参加を頂きました。誠にありがとうござい
ました。レンタカーのドライバーをして頂いた飛弾
野パスト会長、清水幹事にも感謝申し上げます。参
加者を代表して、廣上会員、中西会員、木村、大西
祥太ガバナー補佐から参加報告の発表を頂きます。
宜しくお願い致します。さて本日は移動例会です。
物価高の影響で例会開催に係るホテルの経費が上昇
しクラブの活動費がどんどん圧迫されているのが現
状です。ホテルでの開催と異なり、上げ膳すえ膳と
はいかず、狭い部屋で、コストを抑えたお弁当、準
備片付けなど新たな業務が発生し、自らが動かなけ
ればならない状況が発生しています。できるだけ会
費上昇を避けるために、何ができるのかを検証して
いく過程と考えています。11 月 17 日にもこの経
済センターで今度は２階の大きな会議室で開催いた
します。終了後にアンケートを実施して、検証して
いきたいと考えています。何かと不便をお掛けしま
すが皆様のご協力を賜りますようお願い申し上げま
す。また先週深川に舞い降りたビッグニュースをご
存じでしょうか？拓大の跡地に、環太平洋大学が、
2028 年 4 月農学部を新設することが決まりそうで
す。大学は、「近年気候変動による自然災害の頻発、
農業従事者の高齢化や担い手不足、食糧価格の高騰
など、日本の食と農をとりまく環境は大きな転換期
を迎えている。先端農業学科。最初の 2 年間を米ど
ころの北海道深川市で学び、3 年次以降に北海道・
岡山・東京の拠点を選択できる多拠点型の実践農業
教育を目指しています。環太平洋大学は体育学部（岡
山）：体育学科、競技スポーツ科学科、健康科学科

（柔道整復師などのｗ育成）次世代教育学部（岡山）：
教育学科、こども発達学科、経済経営学部（岡山）：
現代経営学科、国際経済経営学部があり、3000 名
ほどの学生がいる。また、ニュージーランドの「IPU 
New Zealand」への 1 年間留学が組み込まれたグロ
ーバルビジネスのコースがあるなど、国際教育にも
力を入れています。IPU が構想する農学部では、日
本が培ってきた優れた農業技術とテクノロジーを融
合させ、生産から加工、流通、販売、経営までを総
合的に学ぶことで『稼げる農業』を実現できる人材
の育成を目指す」としています。しかも、納内内あ
るクラーク高校のキャンパスを拓大にうつし、新た
に、農業コースを開設する考えもあるとのことです。
　日本の農業を支える人材育成に深川が貢献できる
よう、市民の一人として、ロータリアンの一人とし
て考えていきたいと思いました。

■ 2510 地区より熊本地震義援金のお礼
■赤平、砂川、滝川 RC より会報・例会案内送付

10    27

昨年に引き続き「深川市
を緑にする会」と共催に
て桜の苗木の植樹をいた
します。皆様の参加をお
願いいたします。
令和 8 年 10 月 23 日㈮
10：00 ～
場所：桜山公園
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■例会日　毎週火曜日

■第２５１０地区第１グループ

例
会
運
営
委
員
会

深
川
Ｒ
Ｃ

　

廣
上
会
員

　

地
区
大
会
に
初
参
加
し
、
会
場
の
熱
気

と
札
幌
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
規
模
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
来
賓
挨
拶
や

表
彰
が
長
時
間
続
き
、
ク
ラ
ブ
紹
介
で
は

段
取
り
不
足
を
感
じ
ま
し
た
。
茂
木
健
一

郎
氏
の
「
脳
科
学
か
ら
見
る
Ａ
Ｉ
の
未
来

」
講
演
で
は
、
Ａ
Ｉ
の
急
速
な
進
化
を
実

感
。　

当
金
融
機
関
で
も
稟
議
書
作
成
な

ど
で
文
章
を
生
成
し
、
Ａ
Ｉ
は
非
常
に
精

度
が
上
が
り
、
書
類
作
成
や
判
断
補
助
の

領
域
で
人
間
を
大
き
く
支
え
る
存
在
に
な

り
つ
つ
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
今
、
私

が
グ
ー
グ
ル
ジ
ェ
ミ
ニ
で
感
想
文
を
生
成

し
た
際
も
高
品
質
な
文
章
が
瞬
時
に
出
力

さ
れ
、
Ａ
Ｉ
の
可
能
性
を
再
認
識
。

　

今
大
会
参
加
は
貴

重
な
経
験
と
な
り
、

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
し

て
の
成
長
意
欲
が
高

ま
り
ま
し
た
。

　

中
西
会
員

　

地
区
大
会
で
は
、
会
場
の
金
本
ホ
ー
ル

が
動
線
も
良
く
無
駄
の
な
い
構
成
で
、
事

務
局
の
手
作
り
感
あ
る
運
営
に
温
か
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
名
札
の
簡
素
さ
も
効
率
的

で
好
印
象
で
し
た
。
ガ
バ
ナ
ー
夫
人
の
ピ

ア
ノ
演
奏
や
、
茂
木
健
一
郎
さ
ん
の
臨
場

感
あ
る
講
演
が
特
に
心
に
残
り
、
最
前
列

な
ら
で
は
の
迫
力

を
味
わ
い
ま
し
た

。
物
故
会
員
の
村

中
俊
二
さ
ん
の
名

前
が
読
み
上
げ
ら

れ
た
際
に
は
胸
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。
会
場
外
で
は
世
界
大

会
の
案
内
や
グ
ッ
ズ
販
売
が
活
気
を
生
ん

で
い
ま
し
た
。
撤
収
の
迅
速
さ
に
も
事
務

局
の
力
量
を
感
じ
、
最
後
ま
で
ス
マ
ー
ト

な
大
会
運
営
に
深
く
感
謝
し
ま
し
た
。

　

木
村
喜
芳
会
長

地
区
大
会
初
日
は
、
会
長
幹
事
会
に
続
き

サ
ヘ
ル
・
ロ
ー
ズ
さ
ん
の
記
念
講
演
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
サ
ヘ
ル

さ
ん
は
出
村
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
が
紹
介
し

た
著
書
『
こ
れ
か
ら
大
人
に
な
る
あ
な
た

に
伝
え
た
い
10
の
こ
と
』
を
き
っ
か
け
に

ゲ
ス
ト
と
し
て
招
か
れ
た
方
で
、
イ
ラ
ン

・
イ
ラ
ク
戦
争
で
家
族
を
失
い
、
孤
児
院

で
育
ち
、
戸
籍
も
本
名
も
誕
生
日
も
分
か

ら
な
い
と
い
う
壮
絶
な
生
い
立
ち
を
語
り

ま
し
た
。
彼
女
を
引
き
取
っ
た
育
て
の
母

は
、
子
ど
も
を
産
め
な
い
体
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
た
め
に
手
術
ま
で
行
い
、
サ

ヘ
ル
さ
ん
の
「
私
の
お
母
さ
ん
に
な
っ
て

」
と
い
う
言
葉
を
胸
に
、
２
年
後
に
迎
え

に
来
た
と
い
う
深
い
愛
情
の
物
語
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
に
来
て
か
ら
も
虐
待

や
い
じ
め
な
ど
苦
難
が
続
き
ま
し
た
が
、

母
は
「
あ
な
た
の
学
び
だ
け
は
守
る
」
と

働
き
続
け
、
サ
ヘ
ル
さ
ん
は
そ
の
期
待
に

応
え
成
長
し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
海
道
所
長
の
中
川
武
治

氏
、
ロ
ー
タ
リ
ー
平
和
フ
ェ
ロ
ー
の
小
松

崎
利
明
氏
、
国
際

支
援
に
携
わ
る
野

元
恵
理
氏
、
ロ
ー

タ
ー
ア
ク
ト
の
佐

藤
大
河
氏
ら
が
参

加
し
、
出
村
パ
ス

ト
ガ
バ
ナ
ー
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
ま

し
た
。
サ
ヘ
ル
さ
ん
の
話
は
会
場
を
涙
で

包
み
、
ガ
バ
ナ
ー
も
目
を
赤
く
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
最
後
に
茂
木
健
一
郎
氏
の
言
葉

と
し
て
、「
Ａ
Ｉ
は
賢
す
ぎ
る
。
人
間
は

賢
さ
で
競
う
必
要
は
な
い
。
生
き
が
い
は

自
分
の
個
性
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ

と
か
ら
始
ま
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

紹
介
さ
れ
、
自
己
否
定
か
ら
不
幸
が
始
ま

る
こ
と
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
大
切
に

生
き
る
こ
と
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。

大
西
祥
太
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

　

総
括
と
し
て
、
大
会
内
容
は
前
の
発
表

者
が
述
べ
た
通
り
で
す
が
、
第
一
グ
ル
ー

プ
が
最
初
に
登
壇
す
る
た
め
段
取
り
が
乱

れ
、
深
川
ク
ラ
ブ
が
突
然
呼
ば
れ
る
形
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
運
営
側
か
ら
謝

罪
が
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
年
の
宿
命
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
印
象
深
か
っ
た
の
は
サ
ヘ

ル
・
ロ
ー
ズ
さ
ん
の
言
葉
で
、
子
ど
も
食

堂
は
「
支
援
す
る
こ
と
」
よ
り
「
必
要
の

な
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
」
を
考
え
る
べ

き
だ
と
い
う
根
本
的
視
点
に
強
く
心
を
動

か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
野
本
恵
理
さ
ん
が
語
っ
た

「
平
和
と
は
居
場
所
が
あ
る
こ
と
」
と
い

う
言
葉
に
も
深
く
共
感
し
た
。
必
要
と
さ

れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
生
き
る
力
に
な

る
と
感
じ
た
大
会

で
し
た
。

地区大会報告


